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定価／

1，筑幻円
（容aElJ)

福
祉
用
具
の
専
門
家
が
、
福
祉
用
具
の

「
選
び
方
」
の
ポ
イ
ン
ト
や
正
し
い
「
使
い

方
」
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
そ
多
用
し
て
分

か
り
ゃ
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
手
す
り
の
取
り
付
け
や
風
呂
場

の
リ
フ
＋
4
1ム
な
ど
、
最
近
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
在
宅
介
護
の
た
め
の
「
住
宅
改
造
」
に
つ

い
て
も
、
実
用
的
な
情
報
が
満
載
で
す
。

一
般
の
方
か
ら
福
祉
関
保
者
ま
で
幅
広

く
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
一
冊
で
す
。
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道
社
協
図
書
資
斜
室
か
ら

総
す
す
め
の
本

hrovoを
ご
紹
介
し
ま
サ
。

国

『
器
障
害
差
別
解
消
法
』

飯事S：隊密事~~差別解消法解鋭編集委員会
出版社：法録文化社
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定価／

2，α泊円
傍観D

平
成
部
年
6
月
、
「
隊
害
者
差
別
解
消
さ
ハ
正

式
名
称
い
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
乙
の
法

穣
は
、
H

国
民
が
陣
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隠

て
ら
れ
る
と
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
H

の
実
現
に
向
け
、

障
が
い
に
よ
る
差
別
の
解
消
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
ζ
の
法
簿
は
一
部
そ
除
き
平
成
沼
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

本
書
は
、
法
律
の
解
説
だ
け
で
は
な
く
、
成
立

の
経
緯
や
関
係
者
の
鼎
競
も
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
障
が
い
当
事
者
や
そ
の
関
係
団
体
な
ど
多
く

の
人
た
ち
の
、
と
の
法
律
へ
の
考
え
と
思
い
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
－
平
成
mm年
度

一
「
北
海
道
町
村
会

一
民
生
文
教
常
任
委
員
会

一
と
の
懇
談
会
個
室
E

平
成
部
年
9
月
3
目
、
遣
社
協
地
域
部
会

と
北
海
道
町
村
会
民
生
文
教
常
任
委
員
会
と

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ζ

で

は
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な
高
齢
者
、
障
が

い
者
が
地
域
で
安
心
、
安
全
に
暮
ら
し
続
け

る
ζ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
包
括
的
な
権
利
擁
護
シ
ス
テ
ム
の
務
築

に
つ
い
て
、
意
見
を
受
わ
し
ま
し
た
。

権
利
接
護
に
闘
す
る
取
組
み
は
町
村
聞
で

差
が
あ
り
ま
す
が
、
地
績
に
お
け
る
成
年
後

見
制
度
及
び
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
中

心
と
し
た
支
援
体
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
改

め
て
猪
認
し
、
社
協
組
織
へ
の
期
待
と
共

に
、
行
政
と
社
協
が
お
互
い
に
連
携
を
図

り
、
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い

く
と
と
の
方
向

性
を
確
認
し
ま

し
た
。
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【
銅
集
後
記
】

北
海
道
の
短
い
夏
が
制
使
わ
り
、
涼
し
い
殺
が
訪
れ

ま
し
た
．
紅
撲
が
見
頃
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
す
で

に
勿
冠
雪
が
観
測
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
－
世
田
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
楽
し
め
そ
う
で
す
ね
．

さ
て
、
今
回
弓
は
椙
位
用
自
問
や
介
緩
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ

い
て
取
り
よ
げ
ま
し
た
．
介
護
混
場
で
ロ
ボ
ッ
ト
が

活
躍
す
る
時
代
．
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
介
憾
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
化
が
進
み
そ
う
で
言
が
‘
人
の
手
に
よ
る

ぬ
く
も
り
の
あ
る
介
護
と
上
手
く
姐
掴
み
合
わ
ゼ
る
こ

と
が
太
切
に
な
っ
て
き
ま
言
ね
．
（
S〉



＠ 

， 

、
⑨ 福祉用具で
自分らしい生活を

$ 

． 

厚生労働省の聞査によると、介穫が必要な65歳以上の高

齢者がいる世帯のうち、介護する側も65歳以上という『老

老介腫jの世帯の割合が平成25年時点で51.2%と半数を超

え、過去最高となりました。

今後、団塊世代の高齢化に伴い、介護の長期化や家族介

値の問題がより一層深刻になることが予想されます。

そのような状混①中、高齢者や障がいのある方がより自

立レた生活を実現する手段の一つに、福祉用具の活用があ

ります。

今号でI志、高齢者や障がい者の自立を支援レ、介護負担

軽減！こも役立つ椙祉用具について特集レます．

．一
、

重量

生
活
の
賀
【
Q
O
L｝
の
向
上

ろ
な
条
件
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
の
方
に
適

し
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
自
分
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を
選
ぶ

際
に
は
、
椙
祉
用
具
の
専
門
家
や
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
相
談
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

と
れ
ま
で
辛
掛
け
て
い
た
趣
味
を
再
開
し

た
り
、
地
域
社
会
で
活
動
す
る
E
と
を
容
易

に
す
る
な
ど
、
住
み
慣
れ
た
街
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
と
と
に
役
立
ち
ま
す
。

介
檀
者
＠
負
担
軽
誠

家
接
等
の
介
護
負
垣
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、

よ
り
安
全
に
快
適
な
介
護
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

3
．
福
祉
用
具
を

利
用
す
る
た
め
に
は

一
方
、
ど
本
人
の
意
向
や
残
存
能
率
喜

充
分
に
踏
ま
え
ず
安
易
に
椙
祉
用
具
を
導
入

す
る
と
、
身
体
機
能
の
低
下
や
廃
用
症
候
群

窪
互
の
発
生
者
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
用
具
は
使
用
す
る
方
の
体
格
、
健
康

状
態
、
住
居
と
そ
の
周
り
の
環
境
1

看
護
介

護
状
況
－
本
人
と
家
族
の
意
志
な
ど
い
ろ
い

一
部
の
楕
祉
用
具
は
、
介
護
保
険
制
度
に

よ
り
、
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
受
口
、
要
作
誰
撃
を
受
け
て
、

介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
と
認
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
要
介
護
度
に
応

じ
て
利
用
で
き
る
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
組
み
合
わ
せ
て

長 i}

1
．
福
祉
用
具
と
は

在
宅
で
生
活
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
願
い
、
ま
た
そ
の
方
の
能
力
や
環

境
は
様
々
で
す
が
、
福
祉
用
具
を
上
手
に
遷

び
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
住
み
慣

れ
た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る

と
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

本
＊
＊

福
祉
用
具
と
は
、
作
品
霞
や
介
助
が
必
要
な

人
の
日
常
生
活
を
少
し
で
も
円
滑
に
し
て
、

生
活
し
や
す
い
環
境
へ
と
変
え
る
た
め
に
、

開
発
さ
れ
た
道
具
で
す
。
身
体
の
低
下
し
た

機
能
や
失
わ
れ
た
機
能
を
補
う
義
肢
な
ど
の

N

補
装
具
ヘ
食
事
や
身
支
度
な
ど
目
常
生
活

動
作
を
補
う
H

自
助
具
M

な
E
も
含
ま
れ
ま
す
。

福
祉
用
具
は
、
車
椅
子
や
空
行
器
、
介
護

ベ
ッ
ド
な
ど
の
大
き
な
も
の
か
ら
、
杖
な
ど

小
さ
な
も
の
ま
で
恒
品
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
、
車
椅
子

対
応
の
自
動
車
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
1
窪
1
｝

化
の
た
め
の
道
具
も
福
祉
用
具
の
一
つ
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
近
年
、
日
常
的
に
使
用
す
る
出
物

や
住
宅
設
備
な
E
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
が

中
心
と
な
り
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
う
概
念
が
発
達
し
ま
し
た
。

と
れ
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
便
利
さ
使

い
や
す
さ
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
年
齢
や

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人

利
用
す
る
の
か
と
い
う
計
画
芥
誰
サ
1
巴

ス
計
画
［ケ
ア
プ
ラ
ン
］
〉
を
作
成
し
て
利
用

す
る
と
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉
用
具

の
利
用
は
、
基
本
的
に
貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）

と
な
り
ま
す
が
、

I
n治
や
排
植
な
ど
に
関
す

る
構
祉
用
具
は
、
再
利
用
が
困
難
な
た
め
、

購
入
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
福
祉
用
具
の
う
ち
、
義
肢
な
ど

の
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
り
、
行
政
や
公
的
機
関
か
ら

守
護
・
給
付
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

4
．
生
活
に
役
立
つ

福
祉
用
具
の
紹
介

福
祉
用
具
に
は
、
日
常
の
様
々
な
生
活
場

面
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
る
も
の
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

と
と
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
福
祉
用
具
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

窪
1
｝
パ
リ
ア
フ
リ
！
：
心
身
の
陣
が
い
な
ど
八

ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、

障
壁
（
パ
リ
ア
｝
と
な
る
も
の
を
取
り
除

い
た
状
態
の
と
と
・

（注
2
｝
廃
用
症
候
群
：
・
安
静
状
態
が
長
期
に
渡
つ

て
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
起
と
る
、
後
々
な

心
身
の
槍
鶴
低
下
の
と
と
．
生
活
不
活
発

病
と
も
呼
ば
れ
る
・

に
と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
と
い
う
視
点
で
、

初
め
か
ら
意
図
し
て
作
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の

と
と
を
い
い
ま
す
。

と
の
考
え
方
は
徐
々
に
拡
が
り
、
種
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て
い
る
地
域
が

増
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

思
い
や
り
の
あ
る
社
会
の
実
現
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。

，
i
ii

’f
ーや
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2
．
福
祉
用
具
活
用
の
効
果

こ
れ
ら
の
調
祉
用
具
在
、
ど
本
人
の
意
向

と
身
体
の
残
存
能
力
等
を
踏
ま
え
て
活
用
す

る
と
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

身
体
構
能
＠
維
持
・
生
活
栂
龍
＠
向
上

身
体
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
安
付
や
食
事
、
入
浴
、
着
脱
衣
な

ど
の
日
常
生
活
を
独
力
で
営
む
能
力
、
つ
ま

り
生
活
機
髄
か
向
上
し
ま
す
。

自
立
を
支
擾

自
分
で
で
き
る
と
と
を
増
や
し
、
自
信
や

意
欲
を
引
き
出
す
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

個
人
の
「
尊
厳
の
保
持
」
に
も
つ
な
が
り
ま

す。

・企画デザイン

圃力安ロ久チラシ

・帳票、封筒

・自費出版

・自念誌

・学術書etc.
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生活に役立つ

きd5常の食器の場合、器に残った少量の食べ物をす
AL!.三くったり、つまんだりすることが困難なことがあ

ります。

そのため、スプーシ等ですくいやすいように、お皿

やお椀の内部が湾曲しているものや、スプーンの出し

入れがしやすいように食器のへりの一部を低くしたも

のがあります。

また、裏側に滑り止めの加工がされているものもあ

り、食器をおさえていなくても、片手だけで食べ物を

すくう己とができます。

こ
の
よ
う
に
、
福
祉
用
具
に
は
様
々
な

機
能
が
あ
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
自

分
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を
上
手
く
活
用
す
る

こ
と
で
、
本
人
が
で
き
る
と
と
を
少
し
ず
つ

増
や
し
て
い
く
乙
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

一
ム
F

イ

W
L
『
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
」

r
A「

知
っ
て
い
ま
す
か
？

読
者
の
皆
様
は
、
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
』
と
い

う
言
葉
か
ら
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
す
か
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
の
書
き
か
ら
、

ゴ
ツ
ゴ
ツ
レ
た
機
械
で
冷
た
い
と
い
う
先
入

観
が
生
じ
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
近
年
は
、
お
掃
酷
ロ
ボ
ッ
ト
や

ユ
ニ
ー
ク
な
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
日
常
生

活
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
に
す
る
機
会
も
増
え
、

印
象
も
少
し
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
．

実
隈
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い

る
も
の
に
は
、
人
の
心
を
賓
す
ア
ザ
ラ
シ
型

の
ロ
ボ
ッ
ト
ゃ
、
足
に
装
着
し
て
歩
行
を
支

援
し
機
能
回
置
を
目
指
す
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
姿
や
機
能
は
多
種
多
様
で
す
。

⑭ 問問分ら吋齢

＊
＊
＊
 

今
後
、
我
が
国
で
は
、
高
一
齢
者
人
口
の
摺

加
や
介
護
期
聞
の
長
期
化
な
ど
、
介
護
ニ
ー

ズ
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と
と
が
昇
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

告空力の低下！とより、スプーンやフォークを握ること

FJIJができなくなったり、麻稗等により口に食べ物を

運ぶ動作が困難になることがあります．

そのような時、スプーンやフォークの柄の末さや形

状を工夫すると、できるだけ自力で食事ができる環境

へと整えることができ、自立することにもつながります。

写真のフォークには、シリコンのスポンジが付いて

おり、握力が弱くものが握りにくい方、手指が思うよ

うに動かない方にも使えるよう工夫されています。

そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
自
信
か

ら
、
生
活
に
主
体
性
を
も
た
ら
す
と
と
に
も

つ
な
が
る
の
で
す
。

今
後
益
々
の
福
祉
用
具
の
普
及
に
よ
り
、

利
用
者
の
生
活
の
質
（
Q
O
L）
を
高
め
て

｜ o介聾シューズ 。蹟留保護帽

ノ＼護シューズとは、開閉部分が広く、履きやすく脱

ノ｜ ぎやすい靴のことです。他にも、幅が広い、軽い、
歩き易い等の特徴があります。

また、耐久性にも優れているので、短下肢装具を装

着している方でも鹿きやすくなっています。

自分に合った靴を届くことで、転倒を予防すること

カTでき、生活範囲を広めることにもつながります。

百百 部保護帽とは、手術により頭部の保護が必要な方

A砂てや、てんかん発作などで転倒の恐れや衝突の危険

がある方等が使用する帽子です。

一見、普通の帽子！こ見えますが、内側に衝撃防止材

が入っており、転倒などの際に頭部を保護することが

できます。

そのため、頭部の怪我の不安を和5げ、外出を安心
して楽しめることができます。

取材也カ／エア・ウォーター・ハローサポート株式会社

2014・咽るい社会観号・＠

い
き
な
が
ら
、
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
よ
り
一
層
進
む
と
と
が
望
ま
れ
ま

す。

し
か
し
そ
の
一
方
、
介
護
従
事
者
の
人
材

確
保
に
は
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
介
護
現
場
で
は
、
移
乗
動
作
な
ど

体
力
的
に
大
き
な
負
担
と
な
る
と
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
従
事
者
の
負
担
軽

減
や
支
援
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
も
、
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
の
活
用
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま

す。
乙
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
施
策
は
、

平
成
詑
年
に
政
府
が
新
た
な
医
蹟
技
術
の
研

究
開
発
・
実
用
化
促
進
策
の
一
つ
と
し
て
、

『
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
実
用
化
」
が

示
さ
れ
た
と
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
と
経
清
産
業
省
が

協
働
し
、
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
実

用
化
に
向
け
て
、
介
護
現
場
の
視
点
や
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
導
入
実
証
事
業
が
現

在
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
上
で
誤
解
し

て
は
い
け
な
い
の
拡
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
す
べ
て

の
介
護
を
担
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
す
。

『
人
の
手
の
介
護
』
と
併
用
し
な
が
ら
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
手
を
借
り
る
己
と
で
、
介
護
従
事
者

の
軽
減
を
図
り
、
ま
た
高
齢
者
の
自
立
を
促

進
す
る
と
と
も
可
能
と
な
る
の
で
す
。

害動

今
後
も
、
介
護
現
場
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
更
な
る
活
躍
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ

ま
す
e

企マ
メ
ン
タ
ル
コ
ミ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
『
パ
口
」

人
に
安
ら
ぎ
ゃ
癒
し

な
ど
の
精
神
的
な
働
き

か
け
を
行
う
と
と
が
で

き
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ

！
と
同
様
の
効
果
が
み

ら
れ
ま
す
。

ッ
勘
割
出
暗
所
す
会
ム
す

ミ
は
塵
究
で
式
－
T

で

『
叫
川
人
研
甥
稼
ス
圃
曹

司
州
法
合
商
は
シ
商

4
4
m
政
・
a
m
h
箇

録

U
口
行
術
畳
は
知
登

り
ト
立
技
の
り
祉
の

※
 

－
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ

立
ち
上
が
る
、
歩
く
な
ど
自
立
動
作
を
守
産

す
る
ζ
と
が
可
能
。
装
着
者
の
「
意
思
」
を
感

知
し
て
動
作
を
ア
シ
ス
ト
し
ま
す
。
、
ポ
灯
ト
、
ー
司
会

・
1
国
民
同
』
同
司

日

O
沖

A

L
湖

h
h
R
口

H
目

店

九

Y
T
h
r
r
『
－
W
品
川
河

叩
制
仏
－
L
比
蹴
即
酌

田
町
山
市
川
町
叩
醐

C
O
ト
町
一
柄
、
の

『

m
ツ
凱
ス
附
は
社

出
高

H
A
L
 

...... 

l .. 
， 『
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星
歯
車
産
申
刀
／
文
相
八
ワ
ス
工
業
聾
功
会
社

知的快適創盤的オフィス創りで飽繊に貢献する

サンヨー事務機株式会社
お客織の麗えたい・良くしたいを f力タチJにするオフィス・施置の鎗含予イーラー
〒060-0013桐絹市中央区北13条西18丁目指番90
T旦011・614-2255（代表）円以011引中5245u乱http://www.srrccf¥grjp/ 
取扱畠目
OA栂全艦由服・レツタjレ、オフィス眼輔自眠プ印1イダー職ICT髄犠齢眠初トフークシステムの轍、
小冊弗どの明を行うドキユメyトザーピス、欄システム＠健軍・事入・保守、基朝雄量頃野田・皆掛算・閤艶等
を同じ払その他害蝿綿周It~？＇ージリフト顕・事λ・眠 OA舗の保守、点肱悔薦、福祉脇陣酎由航
町T商品敵、その他オフィス・蹴＠鵬をよりよく拘Eめ＠ー回目事業
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例
平成
m
E全
道
新
任
社
協
職
員
研
修
会
を
開
催

~雪岡空間BT哩F軍司・E・E・－－
厘型まE連主4昌牛主主土盟盟主主主歪豆里里里

全
道
新
任
社
協
職
員
研
修
会
は
、
入
局

3
年
未
満
の
社
協

職
員
が
社
協
の
役
割
と
職
員
の
あ
る
べ
き
婆
に
つ
い
て
実

践
報
告
や
講
義
・
演
習
を
適
レ
て
学
ぷ
、
道
社
協
の
主
催

事
業
で
す
ロ

’
加
者
＠
実
施
が
始
ま
る

今
年
度
は
例
年
を
大
き
く
上
回
り
、
組
名
を

超
え
る
聴
員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
1
日
目
は
、
社
協
の
動
向
や
小
地
域
福

祉
活
動
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
参
加
者
は
社

協
の
役
割
を
改
め
て
撮
り
返
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。開
始
当
初
は
、
皆
さ
ん
緊
張
し
た
面
持
ち
で

受
講
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
参
加
者
が
互
い
に
声
を
か
け
あ
う
聾
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

道
内
市
町
村
祉
協
の
実
践
を
学
ぷ

2
日
目
は
芦
別
市
社
協
・
豊
別
市
社
協
に
実

践
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
つ
の
報

告
に
共
通
し
て
、
杜
協
職
員
が
日
頃
か
ら
地
暗

の
方
々
と
交
読
を
も
っ
己
と
の
大
切
さ
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

実
践
報
告
の
他
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
基

本
的
な
マ
ナ
ー
や
ス
ト
レ
ス
対
処
法
に
つ
い
て

学
び
、
新
人
職
員
と
し
て
、
仕
事
へ
取
り
組
む

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

冊
修
を
ま
と
め
て

3
日
目
は
「
地
嘘
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
社

協
と
は
」
を
テ
1
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
1
ク
を
実
施

し
ま
し
た
。
互
い
に
打
ち
解
け
て
き
た
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
、
白
熱
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
見
交

換
だ
り
で
は
な
く
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を

聴
い
て
、
様
々
な
地
域
性
や
意
見
・
思
い
が
あ

る
と
と
を
感
じ
、
視
野
の
拡
が
る
時
間
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

研
修
会
の

3
日
聞
を
と

お
し
て
学
ん

だ
と
と
や
参

加
者
の
繋
が

り
を
今
後
の

業
務
に
活
か

し
、
地
域
で

活
躍
さ
れ
る

と
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

itい羽根共同事金は歴史の畏い思いやりの活動です

赤い羽根共同募金は、 1947年に行われた「国民たすけあい運動」がはじまりです。以後、毎年10月から

スタートする共同募金運動は、「地域福祉の推進」を目的として、今も続く歴史の長い募金活動です。少子

高齢化が進む申、高齢者、障がい者、子どもたちへの椙祉活動の他、様々な福祉課題に取り組むボラン

ティア活動などのために根立てられています。

共同募金は都道府県を単位として活動しておりますが、各市町村において寄せられた募金の約7割はそ

の地域内で役立てられ、その他の約3割は市区町村を超えた広域臼t海道内）での活動に役立てられています。

また、各都道府県共同募金会では、毎年募金額の一定割合を「災害等準備金Jとして積み立てており、地

震や豪雨などによる大規模災害が発生した際には都道府県域を超えて活用され、被災地で求められる支援

活動に即応する資金として役立てられます。

共同募金運動の推進のためには、地域住民の皆さま一人ひとりのご理解が不可欠となります。

今年も「じぷんの町老良くするしくみ。」である共同募金運動へど協力をお願いいたします。

i 今年＠共同募金運動~~ポスターは金4種類 j i 
～店頭、職場、施設内等への掲出にと協力いただける場合＇~北海道共同募金会または最寄りの共同募金委員会までご連絡ください～
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四

北
海
道
社
A 
Z五
福
祉
大
A 
~ 

を
開
催

...  胃~

2014・明るい祉会杭号・⑥

9
月
4
日
、
さ
っ
ぽ
ろ
芸
術
文
化
の
館
に
お
い
て
、
「
北
海
道

社
会
福
祉
大
会
」
（
以
下
、
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
白
道
内

の
社
会
福
祉
推
進
に
貢
献
し
た
方
々
を
顕
彰
す
る
と
共
に
、
講

演
を
基
軸
に
福
祉
の
あ
り
方
を
見
つ
め
な
お
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
D

社
会
宿
祉
功
労
者
を
瞭
え
た
式
典

道
社
協
・
北
海
道
共
同
募
金
会
・
札
幌
市
社

協
等
の
主
催
に
よ
る
と
の
大
会
に
は
、
道
内
各

地
か
ら
約
5
2
0名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

午
笹
l
時
、
式
典
が
始
ま
り
、
北
海
道
知
事
、

道
社
協
会
長
、
北
海
道
共
同
募
金
会
長
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
の
表
彰
が
符
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
方
は
計
8
6
7名
・
団
体
（
式
典

不
参
加
者
含
む
）
。
代
表
し
て
店
名
の
方
が
壇
上

で
表
彰
を
受
け
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
は
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

吉
尾
冨
士
枝
さ
ん
を
別
市
〕
よ
り
謝
辞
が
あ
り
、

会
場
は
改
め
て
祝
福
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た。心
を
打
っ
た
聞
演
と
睡
眠
声

最後はみんなで記念撮影

式
典
後
は
、
参
加
者
が
福
祉
の
心
を
撮
り
返

る
契
槙
と
な
あ
講
演
で
す
。
講
師
は
、
カ
ウ
ン

タ
ー
テ
ナ
1
歌
手
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
米

良
美
一
さ
ん
。
「
生
き
な
が
ら
生
ま
れ
変
わ
る
」

と
題
し
て
、
先
天
使
の
病
気
に
家
族
と
共
に
苦

川
ぺ一

税制~~~~~r·え今マお、、、、‘TいふえるEぃ、、な。

日 間総IJj 
韓国BASARA4
ICCAPCOMCO唱しTD.
2014 ALL RIGHTS RESERVED. 

初音ミク
illuRrati。nby羽雷
C>Crypton Fun』阻 M~i.a,
INC刷－.pi叩悶netf)i(lj)(D 

マイメロデイ【北海道限定】
＠”76, 2014 SAN RIO CO., LTD. 
APPROVAL No. GSS4321 

赤い羽根女子

； 『赤い羽根サボーター宣言j~J 
～北海道のスポーツチームや漫画家のみなさんが勝利やイラストを募金にかえて協力してくれています～

し
ん
だ
幼
少
期
か
ら
音
楽
と
の
出
会
い
、
長
じ

て
人
気
歌
手
と
な
り
芸
能
生
活
の
中
で
顧
み
た

自
身
の
生
き
方
と
人
へ
白
感
謝
に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
に
は
米
良
さ
ん

に
と
っ
て
大
切
な
一
曲
で
あ
る
「
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の

唄
L

を
劇
的
に
歌
い
上
げ
、
会
場
か
ら
は
そ
の
絶

唱
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ち
れ
ま
し
た
。

掴
祉
へ
の
気
持
ち
新
た
に

し活ん域いた元ら気みま
て躍のでまとへま持なしあ
いを更のすと帰せち明 t；い
主期な皆。とらてを日町に
~待るさ地恩れ地膨かま．く

ら本の
の天商

覇2も匡ょ
に竺い
新型の
鮮去中
に立の
向島聞
か星催
し、 E と
合 iiな
う、り

盟国盟国

・脳圃

。‘・ ・・・ぃ ＠ 

暗雲
魁』

湿画家の
みなさん

ロコソラーレ北海道銀行
フォルティウス

レパンガ北海道エスポラーダ
北海道

コンサドーレ札幌北海道日本ハム
ファイターズ

講演に聞き入る参加者の皆さん

4階干060・0002 札幌市中央区北2条酉7丁目 かでる2・7
TEL 011・・231・8000 FAX 011・231・8003

ホームページ http://www.akaihane-hokkaidojp
れ
蝕
店
事
組
問

』
繍

一
献

崎一山

海

副同一

北

韓

胤

議

凶

①. 2014・明るし世会執号
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道内市町村社協の祖自の取り組みや
活動を毎回取り上げてご紹介しますl

士別市社会福祉協議会

『豊かなこ乙ろを育てるためにー土曜ボランテイア学習量「さlまてんJの取り組み」

－
第
9
固
「
北
海
道
介
護
実
習
・

普
及
セ
ン
タ
ー
」

『
地
域
で
支
え
る
あ
ん
し
ん
在
宅
介
護
調
座
』

在
宅
に
お
け
る
介
護
の
知
識
や
技
術
、
福
祉

用
具
と
住
宅
改
修
の
活
用
方
法
、
ま
た
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
等
を
行
う
住
民
向
け
の
講
座
で
す
。

今
年
は
、
日
月
4
・
5
日
に
萱
別
町
、
日
月

山
日
に
深
川
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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『
掴
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
』

福
祉
用
具
関
連
業
務
に
就
い
て
い
る
相
談
員

等
を
対
象
に
行
う
、
専
門
職
の
た
め
の
研
修
で

す
。介

護
現
場
で
の
正
し
い
福
祉
用
具
の
活
用
や

高
齢
者
等
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
福
祉

用
具
の
知
識
、
利
用
方
法
、
選
定
・
適
合
な
ど
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
磨
き
ま
す
。

『
福
祉
横
器
（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
）
の

普
及
・
啓
発
』

昨
今
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
福
祉
機
器
の
開
発

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
施
謹
一
可
で
？
了
ズ
も

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
福
祉
機
器
を
施

設
等
で
実
験
的
に
導
入
す
る
事
業
や
、
展
示
会

の
開
催
・
貸
出
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※北海道介護普及・実習センターホームページ内
【岡田しげひと氏による介護用品のご紹介】
理学療法士カ寝ぷ福祉用具や介護用品を掲載しています。
(h世p://h-fukusiyougushokaijp/movement.html)

附 眠
札幌市中央区北2条西7丁目1
かでる2・7 3陪
TEL 011-241-3979 
FAX 011-271-0459 

ホームページ
h口p://www.dosyakyo.or.jp/

量生への想U
人間関係が希薄に

なっている現代社会に

おいて、学習塾では、

十代という感性の研ぎ －~品
バルーンアートで児童館の

澄まされた時期に、多 子どもたちと交流

くの個性との出会いの場（見て、触れて、体験して、

感じて）を作りたいと考えています。太人になってい

く過程の中で、少しでもたくさんの個性に出会い、そ

の子なりに『何か」を感じとってもらえばと思います。

平成8年に学習塾を開設してから、何人もの子ども

たちが巣立っていきました。これからも、一人でも多

くの子どもたちが学習塾に参加し、自らif¥ランティア

活動を企画して、楽しむこと。そして、広い心を持ち、

誰とでも分け隔でなく関われる大人へと育っていくこ

とを望んでいます。

次世代を担う子どもたちに、福祉のこころの原点である「ふれあいや支え合い、助甘合い」を伝える活動

のーっとして、ボランティア活動がありますo

今回は、中学生や高校生を中心に、ボランティアの体験学習や情報交換を継続的に展開している士別市

社会福祉協議会から寄稿いただきましたのでご紹介いたします。 ー一一」 司

発足の経緯
士別市社協ボランティアセンターでは、中学生と

高校生それぞれを対象としたボランティアスクール

を年1田ずつ実施していました。しかし、回を重ね

るごとに、「ポランティアの体験学習を継続的に行い、

子どもたちの自主的なポランティア活動への取り組

みを支援していこう。」という気運が高まっていきま

した。

そこで、士別市社協ポランティアセンターでは、

平成8年5月から土曜ポランティア学習塾「さぽて

んJをスタートさせ、毎月第2土曜日に定例の学習塾

を実施し、今日に至っています。

なお、「さぽてん」という名称は、「サタディ・ボラ

ンティア・ティーンエイジャー」を略したもので、子

どもたち自ら考えたものです。

当社では生命探検、損害保積に関するコシザルテイシグ販売を
モシトーにあ§ゆる、ご相談に反じておUます．

労災保険傷害保険介霞保険施醗賠償保険

等の各種保積販売に長隼の経験豊富なスタνフがおυますので、
お気軽にご相談下さい。

（訴）森保険ホールデインダスI齢4灘北8条西20丁目・20和晃ピJ町 TEL011・641・4589FAXOll-613・0604

2014・明るい社会税号・⑥

動物園での障がい者介助のボランティア体験

自主性を大切に
学習塾のスタッフは、社協ボランティアコーデイ

ネーターとボランティアセンターの運営委員です。

年度当初に塾生と一緒に年間計画を立て、運営も塾

生が中心に進めており、個々の自主性を大切にしてい

ます。

活動は、市内の障がい者団体、ポランティア団体、

障がい者スポーツアスリート等の協力を得ながら、子

どもたちが実

際にボラン

ティア実践者

や障がいを

持った方々と

の関わりを多

く取り入れて

実施していま

す。ウィルチェアーラグビー体験

⑨. 2014・明るい祉会軟号

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
の
多
く
は
、

住
み
慣
れ
た
家
で
の
生
活
を
希
望
さ
れ
て
い
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
く

た
め
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
家
族
等

に
よ
る
介
護
が
上
手
く
い
か
な
い
現
実
も
あ
り

ま
す
。「
北
海
道
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
」
（
以

下
「
セ
ン
タ
ー
」
）
は
、
介
護
者
や
地
域
で
の
支

援
者
に
対
し
、
介
護
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、

福
祉
用
具
の
普
及
・
啓

発
を
図
り
、
在
宅
で
の

介
護
を
支
援
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
主
な

事
業
に
つ
い
て
ど
紹
介

し
ま
す
。



lei:あと
ステーショコi

母
と
子
の
笑
顔
を
支
え
た
い
i

『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
J
『
行
っ
て
き

ま
す
J
元
気
な
声
で
、
も
い
わ
荘
の
一
日

が
始
ま
り
ま
す
．

お
母
さ
ん
は
仕
事
に
、
子
ど
も
遣
は
そ

れ
ぞ
れ
保
育
園
や
掌
＆
へ
向
か
い
ま
す
．

子
ど
も
遣
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、

も
い
わ
荘
自
慢
の
広
い
圃
庭
で
鬼
ご
っ
と

や
野
球
を
し
た
り
、
擁
設
内
ホ
l
ル
で
思

い
思
い
に
元
気
に
遊
び
ま
す
。
学
年
は
遣

っ
て
も
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
仲
良
し
で
す
。

も
ち
る
ん
喧
嘩
も
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、

人
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。
夕
方
の
学
習
時
聞
に
宿
題
を
済
ま
せ
、

お
母
さ
ん
の
帰
り
を
待
ち
ま
す
。

本
＊
＊

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
母
と
子
が
一

緒
に
入
所
し
て
生
活
で
き
る
唯
－
の
児
童

福
祉
施
設
で
す
。
母
と
子
に
安
全
で
安
心

で
き
る
環
境
を
提
供
し
、
そ
の
生
活
全
般

を
支
援
し
て
い
く
と
と
る
で
あ
り
、
そ
の

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
母
子
が
目
的
を

持
っ
て
自
立
で
き
る
よ
う
－
諸
に
考
え
支

援
し
て
い
ま
す
。

も
い
わ
荘
で
は
、
平
日
の
午
前
中
に
施

設
を
地
域
老
人
会
の
活
動
の
場
と
し
て
提

祉禽醐t法人視調勧助金

もいわ荘

供
し
て
い
ま
す
。
施
設
行
事
で
マ
ジ
ッ
ク

や
手
踊
り
を
鍍
属
し
て
い
た
だ
い
た
ζ
と

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
行
事
で
あ
る
塾
、
変
双
に
も
、

地
織
の
方
や
施
設
を
退
所
さ
れ
た
家
族
な

ど
を
招
待
し
、
食
事
や
お
楽
し
み
く
じ
、

盆
踊
り
な
ど
者
と
お
し
て
突
流
を
図
っ
て

い
ま
す
．
こ
の
よ
う
な
活
動
受
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
多
く
の
方
に
施
設
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
を
地
繊
の
子
ど
も
と
し

て
見
守
っ
て
援
し
い
と
患
い
ま
す
。

近
年
は
家
旗
形
態
も
変
わ
り
、
地
様
の

な
か
で
の
関
係
性
も
希
薄
で
都
立
し
が
ち

な
子
育
て
世
代
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
連
携
を
深
め
、
入
所
し
て
い
る
母

子
だ
け
で
は

q謹
・

哩

l

J
E－－円
、異

な
く
、
地
場

イ
3
岡
d
』

で
暮
ら
す
子

「点
叫
跡

i

育
て
世
代
の

圃
・
同
日
吊

相
談
・
支
援

『
d
明

に
も
積
極
的

田
昌
一

に
取
り
組
ん

．
置

で
い
き
た
い

四

と
思
い
ま
す
。

1鴎蹴会鋼祉協強会
北海道障がい者説労支援センター

道内の隊がいを持った方々カにそ
の人の借住や能力に合わttなが
ら、施設や作業所で、自立生活に
向けた作業・訓練の一環として
作っている製品をこ潤介します。

① 
c::tII NPO法人忌らつと

繍雄活動支揖センタ山ポプラ［札幌市1

CE悶 ....鎗〈お弁当貌｝
360問｛税制型軽滋科別

結び目tfl1~河町なので簡単に結べる窃弁当袋で言九
学生から祉会人まで全ての1111こ事朋いただけま雪t.
お鈴当以外の鳴を5包めます．ブレゼジトにおどうぞ．

c::tD祉錦織人制II献金
t?Jilプ盛盟 咽川市］

ライ~ン脱出貯留
1,944円傭込｝型軽送糊リ

表情重量か毛主動物たちの写実を、特獄プυシター｛ダ
イレクトブυジター｝で、木紛（:I臨海道廷をtf>，らとした
シナ毒事)Iこ直後プリシトした知能パズルできr.
ルールちとてお簡単で、子供から大人まで十分自隠し

むことができま望丸

CEロ

函館で元気いっぱいに遊ぶ子どもたち

li.:・l'lIえ長1：.尋眉 τει 01，四823畑 8239

クロスワー｝とを湿器bてみよう 1 太織のマスの中の文字宅つなげて、 6文字で8J際司~iiiってくださ5い．
正解替のゆから鎗濯で3名の方に、 11ページで紹介した獲量筆製品のう怠ひとつをEプレぜントします1
｛な線、プレ't!ントずる鋭畠1彦、窓会iごて遭ぱぜていただをまずJ

※カ1(-のヒントは$事振の中にもあります．
2 
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命
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命
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命
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⑫ 命
10 11 

12 13 

命
金
14 

~霊園
医m←慮。型合コ芝Z

む認3社会制憾人傭蝿会
8じまコロニークッキーハウス

r:El3おからせゐベ・＂＇

0166四 69同 5775

③ 

ldrtf.:.'(;J.~証書 TEL 

※Oのゅはひら会均が入ります．

本々が色づき始4')、紅葉が美しい零節• r'tc，ふと00の~』

rooo集』：累やカボチャ等司l:'J:tく集たもの．
フランス僚ではグラッセとも’買います．
草野ストーブでは、ととの鯵除が欠かせません．
貧震で・とてもヘヲド微に・という程度を表す貨獲.rooをかしa
物事をする大切なif-イント.JI!領．
roooo・ヌーボー』：ーその年のブドウで進られた新酒．今年店主llf.120日解績です．
4珍と予がー織に生活できる母子生活支銀施般．
札幌市にある rooo務』

11.珍しい才総司E待望五合むt主た人のこと．
13. B勝負は実力だけじゃ勝てません．そんな障害に綴りたいもの．

2. 

3
4
6
8
9
 

白~市1

各種153問｛税制※滋斜別
｛えて丸いか、のり、チーズの4穏期む

函館のS豆腐屋さんから仕入れた無添加のおから

を使って以ま写。

毛主んと言ってお掠りなのはf泊で揚げていなし、Jと
Uうこと. 1 敏1綾T，に成形じ、才一ブシでパリ~

と焼き上げています．

剛志『いかjfえぴjfのりJfチースlの4種類です．
尚、手作りのお、殺に織りがありまザので、予め

と了象下さい．

｜｜｜｜｜｜ 

1. 10月1日から始まる、 000羽織共同様金運動．
3. 後見事のからだに長いしつぼがある海のさ主さ物．
5. カピやパクテリアなどの事敏生物．元来、キノコ唱E’眠時来したそうです．
6. 漫才と混同してしまうことがよくある、海稽君主寸劇．フランス密がIt濠です．
7. 書道飾化に伴い、い~注目されている徳社織fff介腹OOOOJ

10. 省くからの伝E障によると、＋五夜にウサギがここで餅後つくと~~つれています．
1之策鶴費寝しなどに彩り後添える、突ができる木.roooo切り』
14. I式合君主どで敗北調隆司量昧わいます• r司盤戦0000』

0138骨 73世 9185I・ L'llえil~沼 τEL

2014・明るし1祉会教号・0

。蕗・3旨訟
はがきに、氏名・郵便望書号・住所・年齢・クイズの答え・広報誌『明るい社会』へ
の感想や今後『明るい社会』で取りよげてほしいテーマをど記入の上、 11月28日
臼齢 I当日消印有鋤H~でに、右記のあて先へご応募ください。
※当選者の－は宛迭をもョでかえさせていただきます．
※応募はお一人事厳1遺書llJilりとさせていた'Ifillます．
B麗ご応事眠いただいた方の・人情織は、フレゼントの鎗ヨI・錆送以外に依頼j用いたしません．
－’Fについτ除、本館へ..させていただく淘合があります．

－
R
院
者
プ
レ
ゼ
シ
ト
4
R

〈ナイスハートネッM協温か8お申し込みいただけます〉
北海道社会稿者t協篇会では、北海道お唯進するI新北海道働く障がい者応援プラン・第E軍J（ζ基づき、企業や団
体と授産’叢所者Eマッチングさせ、授産事業所等の商昂、投務者E広く企業や団体の方にと利用頭くためにii¥ームペー
ジを開設しています．

今回己紹介した商品も取り撮っており、 ii¥ームページ上で仮申込ができます。
Cmームページ上でl;J;決済でま聖書Eいため、申込みを一旦滋祉協にま3いて~l:t付1弘司E業所へ発注します．〉

｜ナイスハートネット ｜［俊男］
、ヮ’，..，，，，

⑪•2014 ・明るし唯会貌号

【ホ－4ページアドレス同g://nice-h田時間t.jp/] 




